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 [総務常任委員会所管関係] 

<本庁舎増改築に関すること> 

№1 

意見・質問・要望等 本庁舎増改築は何のために行うのか。栗原文化会館、築館総合支所等を利

用すれば、必要ないと思う。【若柳地区】 

回 答 栗原市は行財政改革を進め、本庁への機能と権限を集中し、効率よい行政

運営を目指し、増改築を行うこととしている。 

№2 

意見・質問・要望等 各総合支所に空き部屋が多くあるのに、なぜ本庁舎を増改築するのか。 

【若柳地区】 

回 答 本庁舎に会議室が少ないことや事務効率改善のため、本庁舎の増改築は必

要なものと認識している。 

№3 

意見・質問・要望等 本庁舎の増築は本当に必要なのか、財政は本当に厳しいのか。【若柳地区】 

回 答 本庁舎の増築は、効率のよい市政を行うため必要と理解している。財政に

ついては、合併支援措置が平成 28 年度から５年間の段階調整後、一本算定

に移行することから現在よりも予算が約 50 億円減額となり厳しくなる。 

 

<財政に関すること> 

№１ 

意見・質問・要望等 地方交付税の交付額は見込み額より多いと聞いている。過剰な積立てをし

ていることについて議員はどう考えるのか。【若柳地区】 

回 答 合併に伴う交付税の交付額は、平成 28 年度から段階的に減らされる。その

ための積み立ては必要なものと認識している。 

№2 

意見・質問・要望等 市の財政は、今後交付税が調整されることにより厳しくなるのか。 

【花山地区】 

回 答 平成 28 年度以降、合併に伴う支援措置が段階的に減額され、５年後にはな

くなるため厳しくなる。 

 

<市税に関すること> 

№1 

意見・質問・要望等 農地の固定資産税が長年変わっていない。米価下落等により水田の価格が

下がっている。固定資産税を下げるべきでないか。【若柳地区】 

回 答 議会として現状を調査したい。 
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<新市建設計画に関すること> 

№1 

意見・質問・要望等 合併時に旧町村から持ち込んだ新市建設計画の事業はどうなっているの

か、検証を行う時期と思うが。【瀬峰地区】 

回 答 持ち込み事業については、後期の総合計画の中で計画されている。しっか

りと検証していく。 

 

<行政区再編に関すること> 

№1 

意見・質問・要望等 行政区の再編については新市で検討するとなっている。この点は進んだの 

か。【瀬峰地区】 

回 答 新市になってからは行政区ごとに自治会組織もでき、日常生活を共にして

いる単位となっていることから、行政区の再編は地域の了解を得れば別だ

が、難しい問題と思う。 

 

<市民憲章に関すること> 

№1 

意見・質問・要望等 市民憲章は素晴らしいと思う。しかし、今の時代に「マナグ」や「ヒテコ

ビ」という言葉を使うのか。今の時代にあった言葉づかいにすべき。 

【瀬峰地区】 

回 答 制定委員会の構成には、議長も含めて議員は入っていない。市民憲章制定

後、議会に説明があり承認をした。 

 

<選挙に関すること> 

№1 

意見・質問・要望等 栗原市の女性議員は１人である。男女共同参画という観点から条例を改正

し、市議会議員に最低３人の女性が参加するようにはできないか。 

【鶯沢地区】 

回 答 農業委員については、議会で女性委員の推薦を行っているが、議員はむず

かしい。 

№2 

意見・質問・要望等 市議選にあたって、各地域で立合い演説会は開けないのか。【花山地区】 

回 答 選挙管理委員会に確認することとなります。 

№3 

意見・質問・要望等 ブロック制による議員選出方法は考えられないか。【花山地区】 

回 答 現行ではできません。 
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<地域防災に関すること> 

№1 

意見・質問・要望等 自治会で防災マップを作っているが、市としての活用方法は如何に。 

【鶯沢地区】 

回 答 地域で作成した防災マップは、地域で活用すべきものと考えている。自治

会は、住みよい地域を作るためのものであり、住民同士の助け合いなどが

強化されるものと考えている。 

 

<行政組織に関すること> 

№1 

意見・質問・要望等 ワンストップサービスと言われるが、支所では用が足せない。高齢者は本

庁舎に行けない。支所の強化が必要では。【志波姫地区】 

回 答 意見・要望として受け止め、検討する。 

 

<地域づくりに関すること> 

№1 

意見・質問・要望等 栗原の高齢化率は 32％となっており、少子高齢化に歯止めがかからない状

況である。今後ますます栗原市の人口は減少するが、対策をどう考えてい

るのか。【築館地区】 

回 答 少子高齢化の現象は栗原市にも現われている。栗原市総合計画では当初、

平成 28 年度の計画人口を 73,000 人と設定していたが、70,000 人に変更し

た。住宅問題や結婚問題など若者の定住政策が必要である。【築館地区】 

№2 

意見・質問・要望等 栗原市は、定住促進を推進するといっているが、年々住みにくくなってき

ている。学校再編で地域の学校がなくなり、地名も消えてきている。愛着

が持てるような地域づくり、住んで良かったと言える地域づくりを進めて

欲しい。【一迫地区】 

回 答 議員一丸となり、先進事例などを参考に政策提言をしていきたい。 

№3 

意見・質問・要望等 最大効率の視点で、大きな地区中心の行政になっているのではないか。効

率化を優先するのではなく公平な行政を望む。栗原市全体の発展をどうす

るのか、考えて欲しい。【花山地区】 

回 答 持ち帰って検討させていただく。 

№4 

意見・質問・要望等 市のイメージカラー、キャラクター、キャッチフレーズが必要ではないか。 

【築館地区】 

回 答 平成 21年６月定例会でキャッチコピーに関する一般質問を行った。市長は、

現在、キャッチコピーはないが、栗原にふさわしいものをみんなで考えて

いきたいと答弁している。 
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<後継者対策に関すること> 

№1 

意見・質問・要望等 人口が減少し、限界集落になってきている。結婚適齢者の晩婚化も問題で

ある。山形では、中国や韓国の嫁募集の取り組みが行われている。民間で

は結婚相談所のような事業も行われている。商工会や JA だけでなく、行政・

議会も一緒になって仲人事業を行うべきではないか。【鶯沢地区】 

回 答 意見として伺っておく。 

 

<消防団に関すること> 

№1 

意見・質問・要望等 普段の消防活動には参加しないで、年報酬だけを受け取っている消防団員

がいる。費用弁償を高くして年報酬を低くして欲しい。【花山地区】 

回 答 ５署所体制の充実に伴い、消防団の組織体制のあり方も考えていく上での

課題だと思う。 

 

  

 

 


